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構成員 (平成 1 8 年 1 月 31 日現在) :

セ ン タ ー

長 ( 併) 佐藤 虞和 教授 (hi r o @ e d u . m i e -

u . a c J p ､ 0 5 9
- 2 3 1 - 9 3 3 9)

専任教員

教育工学部門

教育実践研究部門

教育臨床研究部門

客員教員

事務補佐員

下村 勉 教授 ( si m o m u r a @ e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9- 2 3 卜9 3 4 0)

須曽野仁志 助教授 (s u s o n o @ e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9- 2 3 1- 9 3 4 1)

小山内 賓 教授 ( o s a n ai @ e d u . m i e - u . a cJ p ､ 0 5 9- 2 3 卜92 8 4)

岡 田 珠江 助教授 (t - o k a d a @ e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9- 2 3 1- 9 2 5 0)

太 田 克子 客員教授

大平 幸枝 (o h i r a @ s a l o n . e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9 1 2 3 1 - 9 3 3 9)

■ 学内で の 年間活動状況

a) セ ン タ
ー 主催 ･ 共催 の 研究会 ･ 研修会

名 称 概 要 時 期 期間 対 象 回 数 参加者数

セ ン タ ー 主催 i C E R P 部門､ 学部､ 附属 の連 20 0 5 .8 -

1 年
学部 . 附属 .

年 4 回
延 べ

研究会 携の ため の研究会 2 00 6 .3 他 約 2 00 名

学習支援研究会
月例会で の研究 . 実践 20 0 5 .4 -

1 年
学校教育関係

年 1 2 回
延 べ

の発表と討論 2 00 6 .3 者 約 1 90 名

三重イ ン タ
ー ネ ッ ト教育 メ ー リ ン グリ ス ト に よ 20 0 5 .4 -

1 年
学校教育関係 登錨者

利用研究会 ( M ⅠE U P) る 交流と合宿 (1 回) 2 0 0 6 .3 者 約 10 0 名

セ ン タ ー 主催 教育臨床 事例研究及び描画を用 20 0 5 .4 -

1 年 県内学校園 年 1 0 回
登録約15 名

研修講座 いたかかわり方 20 0 6 .2 延 べ 1 5 0 名

教育学部 フ レ ン ド シ ッ プ 小学生の ため の ホ
ー ム 2 0 0 6 .

1 日 小学生 1 回
小学生42 名

事業 ペ ー

ジ教室 1 .2 9 大学生30 名

b) 附属学校園との共同研究プ ロ ジ ェ ク ト/ 研究会/ 研修会

名 称 概 要 時 期 期間 対 象 回 数 参加者数

附属学校園全体研修会 附属学校園の連携
2 00 5 .7 -

2 0 0 6 .3
1 日

E
附属及び学部

教員
3 回

こ こ ろの ア トリ エ . プ ロ

絵画療法の実施
200 5 .1 0 -

週 1 回
附属小児童 .

斗o 回

児童

延 べ 2 20 名

ジ ュ ク 卜 2 00 6 .3 教員 . 保護者 教員 . 保護者

延 べ 70 名

附属幼稚園 園内研修会 発達支援の 勉強会
200 5 .

8 .1 8
1 日 附幼教員 1 回 8 名
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c) セ ン タ ー 専任教員の 学部 ･ 大学院教育 - の参与状況

● 学部担当授業

担 当 教 員 名 授 業 料 目 名 コ マ 数 人 数 指導態様 備 考

下村 勉 教育工学 1 コ マ 4 2 名 後期

下村 勉 教育工学演習 1 コ マ 3 3 名 前期

下村 勉 社会情報講究Ⅰ 1 コ マ 6 名 通年

下村 勉 . 須曽野仁志 情報科教育法 1 コ マ 2 3 名 通年

須曽野仁志 教育工学 1 コ マ 4 5 名 後期

須曽野仁志 教育実践演習 1 コ マ 1 2 名 後期

小山内 賓 児童臨床心理学 2 コ マ 16 0 名 前後期

小山内 賓 教育臨床Ⅰ 1 コ マ 8 0 名 後期

岡田 珠江 教育臨床Ⅰ 2 コ マ 8 0 名 前期

岡田 珠江 カ ウ ン セ リ ン グ実習 1 コ マ 2 2 名 後期

● 大学院担当授業

下村 勉 教育工学特論 l コ マ 1 3 名 前期

下村 勉 教育工学特論演習 1 コ マ 3 名 後期

須曽野仁志 学習支援特論 1 コ マ 7 名 後期

小山内 賓 臨床心理学特論 1 コ マ 1 5 名 前期

小山内 賓 臨床心理学特論演習 1 コ マ 3 名 後期

岡田 珠江 学校臨床心理学持論 1 コ マ 3 名 前期

岡田 珠江 学校臨床心理学特論演習 1 コ マ 3 名 後期

● 教育学研究科免許法認定公開講座

岡田 珠江 学校臨床心理学特論 1 コ マ 1 9 名 集中 7 / 2 7 ､ 8 / 1 0 ､ 2 9 ､ 3 0

下村 勉 教育工学特論 1 コ マ 7 名 集中 7 / 28 ､ 2 9 ､ 8 / 1 ､ 2

【学 部】 ○卒業研究生受け入れ
･ 卒業論文指導

情報教育課程 2 年生 : 5 名､ 3 年生 : 6 名､ 4 年生 : 7 名､ 計 1 8 名)

学校教育教員養成課程
･ 人間党達科学課程 3 名

【大学院】 ○大学院生の修士論文指導 3 名

■ 対外的な教育
･ 研究活動状況

a) 都道府県/ 市町村/ 公立学校との協同事業に よる研究会
･ 研修会

名 称 概 要 時 期 期間 対 象
l

回 数 参加者数

情報教育教員内地留学生
県教育委員会派遣の 教

員の受 け入れ

200 5 .4 -

2 0 0 6 .3
1 年 学校教員

H

2 名

学校カ ウ ン セ ラ
ー

養成内 県教育委員会派遣の 教 200 5 .4 -

1 年 学校教員 4 名
地留学生 員の受 け入れ 20 0 6 .3

社会教育主事講習 :
講義及び演習の

一 部担

当

200 5 .7 .2 5

- 8 .3 0
2 7 日 教育関係者 2 0 4 9 名(演 8)

三重県教育職員免許法認 教育職員免許法認定講 2 00 5 .
4 日 学校教員 20 名

定講習 習 講師 8 .
3 - 8

三重大学キ ャ ン パ ス サ イ

ド ス ク - ル 協働 プ ロ ジ エ

ク 卜

大学周辺小学校との 協

働教育実践

200 5 .4
-

2 0 0 6 .3
1 年 学校教員 1 5 回 20 名

津市立栗真小学校 3 ､ 4 プ レ ゼ ン テ
ー シ ョ ン 資 2 00 6 .

1 日 児童 . 学生 1 回 4 0 + 4 0 名
年生授業学生派遣 料作成支援授業 l l . 2 1

四 日市市立八郷西小学校､

ク ラ ブ活動 へ の講師お よ

び支援者の派遣

ク ラ ブ活動 に お け る

S q u e a
k の 実践

20 0 5 .1 0 -

2 0 0 6 .2
5 日 児童 5 回 19 名
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名 称 概 要 時 期 期間 対 象 回 数 参加者数

津市立西が丘小学校､ ク

ラ ブ活動 へ の講師および

支援者の派遣

l
ク ラ ブ活動 に お け る

S q u e a k の 実践

200 5 .1 0 -

2 0 0 6 .2
4 日 児童 4 回 23 名

津市立栗真小学校､ ク ラ

ブ活動 へ の講師お よび支

援者の派遣

ク ラ ブ活動 に お け る

S q u e a k の 実践

200 5 .1 0 -

2 0 0 5 .1 2
3 日 児童 3 回 6 名

産学官研究交流 フ ォ
ー

ラ

ム . オ ン . キ ャ ン パ ス

展示会

セ ン タ ー

の 活動紹介や

開発 ソ フ ト の展示 .

2 0 0 5 .

1 2 .2
1 日 一

般 1 回

三重県教育委員会 ｢ 情報

教育 oJ T 実践研修講座

講師｣

講演､ 指導 . 助言
20 0 6 .

2 .1 7
1 日 学校教員 1 回 3 1 名

東浅井郡内小中学校生徒

指導 . 教育相談担当者研

修会

不登校の 子どもた ちの

分析と対応 講師
20 0 5 .8 .2 1 日 管理職

.

教員 1 回 4 5 名

県教育委員会主催 い き

いき親子サ ポ
ー

ト事業
子育て の 諸問題の 検討

200 5 .l O .3(i

l l
.2 7 ､

2 0 06 .1 .2 9

1 日 母親支援者 3 回 延 べ 90 名

紀和町立入鹿小学校主催

校内研修会

課題を抱えた児童に 対

する基本的な対応の 仕

方 講師

2 00 5 .

8 .2 4
1 日 学校教員 1 回 10 名

松阪市教育研究会教育相

談部会主催 事例検討会
事例検討会 講師

2 00 5 .8 ,1
1 日 学校教員 1 回 4 0 名

松阪市学校保健会主催

養護部会′] 嘩校第
一 グ ル -

プ研修会

描画法を用い た子ども

と の かかわり方 講師

20 0 5 .

8 .1 9
1 日 養護教諭 1 回 10 名

伊賀市立壬生野小学校主

催 保護者向け研修会

子育て の諸問題の検討

講師
2 00 5 . 2 .4 1 日 保護者 . 教員 1 回 70 名

b) 教育臨床部門専任教官に よる公立学校等 へ の カ ウ ン セ リ ン グ/ コ ン サ ル テ
ー シ ョ ン 活動状況

･ 附属幼稚園 (教員 - の コ ン サ ル テ
ー シ ョ ン ･ 適宜 ･ 1 回 ･ 1 人)

･ 附属小学校 (教員 へ の コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン ･ 適宜 ･ 5 回 ･ 延 べ 3 0 人)

･ 教育実践総合セ ン タ
ー

JL ､ 理 相談室 ( コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン ･ 通年 ･ 県内学校園教員 ･ 週 1 回 ･ 延 べ 36 人)

･ 教育実践総合セ ン タ
ー 心理相談室 ( カ ウ ン セ リ ン グ ･ 通年 ･ 県内児童生徒､ 保護者 ･ 週 2 回 ･ 延 べ 8 7 人)

･ 教育実践総合セ ン タ
ー

心理相談室 ( ス
ー パ ー ビ ジ ョ ン ･ 通年 ･ 臨床心理士 ･ 月 1 回 ･ 延 べ 10 人)

･ 三 重県 ス ク
ー ル カ ウ ン セ ラ ー ( カ ウ ン セ リ ン グ及び コ ン サ ル テ

ー

シ ョ ン ･ 2 0 0 6 .1 よ り 40 時間 ･ 児童生徒､ 保

護者､ 教員 ･ 週 1 回)

c) そ の他

･ 四 日市市立教育セ ン タ ー ･ 視聴覚 セ ン タ ー 運営協議会委員長 年 2 回

･ 三重県高等学校入学者選抜制度検討委員全委員長 20 0 5 .6 - 2 0 0 6 .2 7 回

･ 学力向上 フ ロ ン テ ィ ア協議会委員長 200 5 .7 年 2 回

･ 県臨床心理士会 被害者支援研究会 (被害者支援会の シ ス テ ム の 構築 ･ 2 0 0 4 .8 - ･ 7 回)

･ ス ク
ー ル カ ウ ン セ リ ン グ研究会 (事例検討会 ･ 月 1 回 ･ 県下臨床心理士 ･ 7 回 ･ 延 べ 20 名)

･ 養護教諭 カ ウ ン セ リ ン グ研究会 (事例検討会 ･ 隔月 1 回 ･ 県下養護教諭 ･ 5 回 ･ 延 べ 20 名)

･ 国立大学教育実践関連セ ン タ
ー

協議会教育臨床研究部門､ 不登校研究会設立プ ロ ジ ェ ク ト参画
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■ セ ン タ - の 外部資金導入状況

a) セ ン タ
ー

専任教員が研究代表の科研費受給状況

助 成 金 名 称 研 究 題 目 本年度金額 研究期間 研究代表者

文科省科学研究費補助金 学習成果の活用
. 継承を重視したブ レ ン デ ィ ツ‡

1 80 万円
20 0 5

-

下村 勉
基盤研究 c ド . ラ

ー

ニ ン グ シ ス テ ム の開発と実践 2 00 6 年度

文科省科学研究費補助金 学習者が格 フ レ
ー ム を用 い て 学習成果を入

1 50 万円
20 0 4 -

須曽野仁志
基盤研究 C 力する協働デ ー タ ベ ー ス の 開発と実践 2 00 5 年度

文科省科学研究費補助金 学校カ ウ ン セ リ ン グ に おける絵画療法と家
270 万円

20 0 4 -

岡 田 珠江
若手研究 B 族イ メ ー ジ 彩色法の 日独比較 2 00 5 年度

b) セ ン タ ー

専任教員ある い は セ ン タ
ー と して 受給した学内科研

助 成 金 名 称 研 究 題 目 本年度金額 研究期間 研究代表者

三重大学 c o E - B

感性 シ ス テ ム の構造化とそれ を基盤とした

30 万円

H

20 0 4 -

l
2 0 0 8 年度

根津知佳子

ア ク シ ョ ン リ サ ー

チ 的 ア プ ロ
ー

チ の 可能性 (分担 :

の 探求 岡田珠江)

学部長裁量経費 (附属連 子どもの思考力
. 表現力を伸ばす ｢ ス ク イ

-

2 9 .8 万 円
l
2 0 0 5 年度 下村 勉

携分) ク｣ を用 い た授業実践の 研究

■ 将来構想

o 2 00 4 年度 に新設 した iC E R P 研究会の継続発展を中心に部門
･ 学部 ･ 附属 ･ 地域 の学校等との連携を はかる こと

○現職教員の資質維持 ･ 向上 の ため､ 研修講座と内地留学の カ リキ ュ ラ ム を充実させる こと

○大学周辺公立学校および附属学校園と協働プ ロ ジ ェ ク ト の推進を展開する こと

○共同研究プ ロ ジ ェ ク ト等を通し て の関係機関との連携強化をはかる こと
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